
第５期吹田市障がい福祉計画及び第１期吹田市障がい児福祉計画の進捗管理について ～平成30年度（2018年度）実績評価及び今後の方向性～

１　障がい福祉関連計画の位置づけと取組内容等

障がい者計画

障がい福祉計画

障がい児福祉計画

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和2年度
(2020年度)

令和3年度
(2021年度)

令和4年度
(2022年度)

令和5年度
(2023年度)

－

① 平成30年度実績
評価
② 次期計画（第6期
障がい福祉及び第2
期障がい児福祉計
画）策定準備

① 令和元年度実績
評価
② 次期（第6期障
がい福祉及び第2期
障がい児福祉計画）
策定

① 令和2年度実績
評価

① 令和3年度実績
評価
② 次期計画（第7期
障がい福祉及び第3
期障がい児福祉計
画）の策定準備

① 令和4年度実績
評価
② 次期計画（第7
期障がい福祉及び第
3期障がい児福祉計
画）策定

資 料 ７

計画名 内容

　本市における療育、教育、就労、福祉等の幅広い分野の障が
い者施策の基本的な考え方を定める計画

　本市における障がい福祉サービス等の種類ごとの具体的な実
施内容、必要見込量、その確保のための方策等を定める計画

　本市における障がい児福祉サービス等の種類ごとの具体的な
実施内容、必要見込量、その確保のための方策等を定める計画

第4期
吹田市障がい者計画

第5期
吹田市障がい福祉計画

第1期
吹田市障がい児福祉計画

根拠法

障害者基本法

障害者総合支援法

児童福祉法

取組内容

第5期 第6期

第4期（平成28年度（2016年度）から令和8年（2026年度）まで）

第1期 第2期

計画期間

年度

1



第５期吹田市障がい福祉計画及び第１期吹田市障がい児福祉計画の進捗管理について ～ 平成30年度（2018年度）実績評価及び今後の方向性 ～

2 第５期吹田市障がい福祉計画

区分 評価項目 評価(※) 評価コメント 今後の方向性

1 福祉施設の入所者の地域生活
への移行 B 入所施設からだけでなく、病院からの地域移行の希望者へ

の支援を行いました。

令和元年度（2019年度）から市内6か所に障がい者相談
支援センターを設置して、今後、関係機関との連携を強化
します。

2 精神障がいにも対応した地域
包括ケアシステムの構築（保
健・医療・福祉関係者による協
議の場の設置）

B 精神保健福祉の関係機関で構成された会議において、協議
の場の設置に向けた検討を進めています。

令和2年度（2020年度）末の設置に向け、引き続き検討
を進めます。

3 障がい者地域生活の支援（地
域生活支援拠点等の整備） B

地域生活支援拠点施設の整備は完了しており、平成30年
（2018年）10月からは、医療的ケアができる介護職員
を増やすため研修受講費用等の補助制度を実施していま
す。

ニーズの高い「緊急時の受入れ及び対応体制の確保」及び
「一人暮らし等の体験の機会及び場の提供」の機能につい
て、整備に向けた検討を進めます。

4 福祉事業所から一般就労への
移行等 B

就労移行支援の利用者数は必要見込量を上回りました。更
なる体制整備として、一般就労支援の希望者が相談から実
習、一般就労、職場定着ができる支援体制の充実が必要で
す。

一般就労に向けた支援体制の整備に向け、関係機関の連携
体制を構築していきます。

5 居宅生活（暮らす・憩う）の
支援体制の整備 B

障がい者の意思決定等を支援するため成年後見制度利用支
援事業等を実施しました。訪問系サービス、短期入所サー
ビス、居住系サービス、計画相談支援等については、実績
が必要見込量を下回っています。

障がい者の権利擁護及び意思決定支援として差別解消に向
けた取組みを進めるとともに、計画相談支援の利用促進を
図るための事業を新たに実施します。また、障がい福祉
サービスの整備促進策の検討を進めます。

6 日中活動（働く・活動する）
又は余暇活動（遊ぶ・学ぶ）の
支援体制の整備

B
重度障がい者の日中活動系サービスの利用促進とともに、
精神障がい者の支援のための補助制度を開始しました。利
用実績が見込量を下回っているサービスや地域活動支援セ
ンターの整備が課題となっています。

日中活動系サービス利用促進のための補助制度の効果検証
を進めるとともに、サービス整備促進策の検討を進めま
す。また、地域活動支援センター整備のための取組を進め
ます。

共
通

7 福祉サービスの担い手の確保 B
障がい福祉サービス等の提供に必要な人材養成のための研
修費等の補助制度の実施や、ハローワークと共催で就職面
接会を実施し、人材の確保に向けた取組を進めました。

研修費等補助制度については事業の効果検証を行うととも
に、今後も人材確保及び定着支援のための効果的な施策に
ついて検討を進めます。

※評価指標　　「A」：目標を達成した　「B」：目標の達成に向けて進展があった　「C」：目標の達成に向けて進展が見られなかった

成
果
目
標

場
面
別

２



第５期吹田市障がい福祉計画及び第１期吹田市障がい児福祉計画の進捗管理について ～ 平成30年度（2018年度）実績評価及び今後の方向性 ～

3 第１期吹田市障がい児福祉計画

区分 評価項目 評価(※) 評価コメント 今後の方向性

成
果
目
標

障がい児支援の提供体制の整備
等 B

児童発達支援センターは既に設置済みですが、主に重症
心身障がい児を支援するための事業所等については目標
値に達していません。

目標の達成に向けて、吹田市障がい児支援事業者等連絡
会において周知を図るなど、引き続き提供体制の整備に
努めてまいります。

活
動
指
標

障がい児支援の種類ごとの必要
見込量 B

通所系サービス及び相談支援については見込量を上回る
実績となりましたが、居宅訪問型サービスは見込量に達
していません。

今後も利用ニーズの動向を注視し、実態把握に努めま
す。

1　療育を必要とする児童の早
期発見に向けた取組の推進 A

平成30年度（2018年度）に新たに実施した乳児後期
親子教室において、作業療法士、言語聴覚士との連携に
より運動面での成長に著しい成果がありました。

早期発見による支援が、さらに継続した次の支援につな
がるよう、取組みを推進します。

2　乳幼児期から就学後まで、
ライフステージに応じた切れ目
のない支援の提供

A
就学児童を対象とした学校連携は前年度比20パーセン
トの増加で、要支援家庭における連携も増加していま
す。

教育委員会と役割分担しながら、さらなる連携を促進し
ます。

3　医療的ケアが必要な児童の
地域生活支援 B

医療的ケア児支援のための協議の場を設置しました。居
宅訪問型児童発達支援を提供する事業者は不足していま
す。

医療的ケア児支援のための協議の場にコーディネーター
を配置し、居宅訪問型支援の充実等、地域支援の促進を
図ります。

4　児童の発達支援や家族への
支援を一体的に提供する相談支
援体制の充実・強化

B
吹田市障がい児支援事業者等連絡会との連携促進に努め
ました。相談支援専門員の支援強化に向けた研修等の取
組みはできていません。

関係機関と連携しながら、障がい児相談支援における課
題の共有とスキルの向上に向けた取組みを促進します。

※評価指標　　「A」：目標を達成した　「B」：目標の達成に向けて進展があった　「C」：目標の達成に向けて進展が見られなかった

重
点
課
題
別

３


